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かなめびと養成講座 第5回

助成・委託事業の会計報告の留意点と

日常業務のポイント
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自己紹介：中尾 さゆり

�税理士

�特定非営利活動法人ボランタリーネイバーズ

理事、相談事業部長（NPO相談、あいちモリコロ基金担当）

�認定特定非営利活動法人

NPO会計税務専門家ネットワーク 理事

� NPO法人会計基準協議会 専門委員

�内閣府 ＮＰＯ法人の会計の明確化に関する研究会

＊その他、助成金等の審査員・運営委員を歴任

�情報発信・連絡先

� http://blog.canpan.info/sally_nakao/

� facebook、twitter 中尾さゆり で検索してください

� e-mail sally.nakao@gmail.com
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本日のお品書き

１．概論：一般目的の財務諸表・特別目的の財務諸表

２．基本的な考え方：単一性の原則

３．いろいろな会計書類の目的とひな形

外部報告用の書類 内部管理用の書類

４．ワーク

うちの団体で作成すべき会計書類と優先度は？
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この辺りで

休憩いれます



一般目的の財務諸表・

特別目的の財務諸表・内部管理資料

○財務諸表＝外部への一般目的の情報公開

←NPO法人会計基準はこちらを念頭にしている

○内部管理資料、特別目的の財務諸表等の例
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書類名書類名書類名書類名 提出先提出先提出先提出先 備考備考備考備考

税務申告用の損益計算書 税務署 収益事業を実施している場合

資金繰り表 理事会等

金融機関（借入時）

（委託・助成・契約や法令ごと

の）事業別損益、収支計算書

委託元、助成元等 委託元・助成元によって区分・

様式が異なる

予算実績対比表 理事会等

前年対比実績表 理事会等

月次残高推移表 事務局等

○期比較財務諸表 理事会・事務局等 中期計画を考える場合など

財務分析 理事会・事務局等 中期計画を考える場合など
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基本的な考え方～単一性の原則

� NPO法人会計基準 Ⅱ一般原則

【真実性・明瞭性】【適時性・正確性】【継続性】【重要性】

� 【【【【単一性単一性単一性単一性】】】】６．情報公開のため、社員総会への提出のた

め、助成金等の申請目的のため、租税目的のためなど、

種々の目的のために異なる形式の財務諸表等を作成す

る必要がある場合、それらの内容は、信頼しうる会計記

録に基づいて作成されたものであって、ＮＰＯ法人の判

断によって、事実の真実な表示をゆがめてはならない。

http://www.npokaikeikijun.jp/about_npocas_top/about_npocas/
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実務担当者のためのガイドライン Q&A

助成事業や委託事業を行っている場合

6-1 助成事業や委託事業を行っている場合、その部分だ

け区分して財務諸表を作成することが要求されることがあ

ります。この会計基準との関係はどうなりますか？

Ａ このＮＰＯ法人会計基準は、ＮＰＯ法に規定する財務諸

表等の作成を念頭においています。そのため助成金事業

や委託事業の会計も含め、ＮＰＯ法人全体の経理状況に

ついて報告することとなります。

一方、助成事業や委託事業の会計報告においては、一

般に対象事業部分についてのみの報告を求められます。

多くの場合、報告の科目や様式について指定があり、それ

にしたがって会計報告をします。会計報告においては資金

使途の制約要件を守ったかということが資金提供側の関

心事項です。 2014/10/29©Nakao Sayuri かなめびと養成講座⑤6
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両者は目的が異なるため様式や対象期間が異なること

がありますが、「単一性の原則（ＮＰＯ法人会計基準第６

項）」により両者に矛盾がないことが求められます。つまり、

次の二つの点が必要です。

1 対象期間が違っても、基礎となる帳簿は同じものを使う
こと

2 帳簿から求められる様式にあわせた報告書の数字ま
での合理的な説明が可能なこと

法人の正式な帳簿としては、あくまでＮＰＯ法のものが

唯一無二のものとなります。助成金等の報告のために、一

から帳簿を作り直す必要はありません。助成財団等への

報告については、正式の帳簿からそのまま使えるものは

そのまま使い、対象期間や勘定科目などについて加工が

必要な場合は、正式の帳簿からどのような加工をしたのか

の経緯を説明できる資料を作れば問題ありません。



NPO法人会計基準の財務諸表の体系

� 財務諸表の体系

活動計算書

貸借対照表

財務諸表の注記

（財産目録は付属明細書扱い）

※NPO法

計算書類（活動計算書、貸借対照表及び財産目録）

（注記は明示していないが、手引きのひな形などには記載

あり）
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特別目的の財務諸表 注意事項

� 税務目的

・区分経理をし、収益事業分のみ合算した損益計算書を

作成する

（会計王NPO法人スタイルでは部門設定の「グループ部
門」を利用すると便利に区分できる）

� 助成・委託・補助の報告

・採択者向け説明資料、仕様書・契約書により、事業終

了時に提出すべき書類が示されているので、確認する。

・行政等の管理目的で科目区分などがされているため、

通常使用する科目との読みかえなど注意。

9 2014/10/29©Nakao Sayuri かなめびと養成講座⑤



事業区分の例

10

大区分大区分大区分大区分 中区分中区分中区分中区分 小区分小区分小区分小区分 法人税法人税法人税法人税

特定非営利活動 A事業 自主 収益事業

モリコロ基金

B事業 自主

○○市委託 収益事業

管理 管理

その他の事業 C事業 C事業 収益事業

収益事業 A事業
B事業
C事業

自主

○○市委託

C事業
※グループ部門の

活用

「単一性の原則」により、一つの帳簿からうまく作るためには、会計ソフトの部門設定

・活用が重要！
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勘定科目の例

� 資料１ NPO法人会計基準科目例 参照

＊NPO法人会計基準については、下記参照

http://www.npokaikeikijun.jp/
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外部報告用の書類の注意点
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助成金会計の留意点～募集要項・採択時の

通知や手引きから読み取る

� あいちモリコロ基金の場合

資料２：あいちモリコロ基金募集要項

１）助成金の対象経費 P.4

２）助成金の給付 P.8

３）実績報告書等の提出 P.8

４）助成金の返還 P.8

＊申請時の書類のコピーは必須アイテム
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委託事業等会計の留意点～

契約書、仕様書、協定書から読み取る

� 契約書

� 委託金額

� 消費税等の取扱い

� 概算払いの有無

� 対象経費

例：給与は○、通勤手当や賞与は×

間接費はどの程度認められるか？

� 会計報告義務（中間報告は必要？）及び様式

� 実費弁償方式か否か

＊申請時の書類のコピーは必須アイテム
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対象外経費の取り扱いをどうする？

⇔管理用に本当のコストを把握しておきたい
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A助成事業助成事業助成事業助成事業 （合計）（合計）（合計）（合計） ２５０２５０２５０２５０

助成対象経費 ２００

助成対象外経費 ５０



勘定科目の不一致をどうするか？

� 勘定科目の統一はされていない

１）何を基準にするかを決める

＊NPO法人会計基準の科目例

２）対応関係の整理

３）細かい区分が必要なものについては、

補助科目等の活用

→モリコロ基金の場合は・・・
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誰が管理するのか？

～経理担当者の役割の範囲は

事業担当者（場合によっては事務局長等）が管理するか？

経理担当者が管理するか？

作業タイプ・・・帳簿作成のみ、加工・判断は担当者へ

参謀タイプ・・・帳簿作成＋資料作成＋分析

→事業担当者へ行動を提案
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事業担当者とのやりとり

� 予算実績管理

事業別総勘定元帳

� 多桁式出納帳活用による、自己管理

http://blog.canpan.info/sally_nakao/archive/2114

＊資料３：モリコロ基金 多桁式出納帳 参照
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A事業 給与手当

A事業 旅費交通費

A事業 消耗品費

9/30 普通預金 アスクル 1,080
・・・



内部管理書類
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「会計がわかる書類」って

誰に、何を出せばいいの？

� きちんとやっているかチェックしたい

→NPO法人のためのチェックリスト（第2回）

内部統制システム（第6回）

� 経営判断のための書類

→何を判断し、決定しなくてはならないのか？

そもそも決定権は誰にあるのか？

（定款等で確認）

予算変更・・・総会？理事会？

借入金・・・総会？理事会？

＊短期と長期で取り扱いが異なることもあり
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案外と、何が

わかっていないかが

解っていない

ものだったりします



事業別管理の重要性
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項目項目項目項目 法人全体法人全体法人全体法人全体 事業別管理事業別管理事業別管理事業別管理

財務諸表等 ◎ ○（注記）

月次推移表 ○ ◎

予算実績対比表 ○ ◎

前期・○期比較財務諸表 〇 〇

資金繰り表 ◎ ○

通帳区分などが

求められている場合

� 事業別管理は、重要性の高いものを中心にやればよい



月次残高推移表

資料４：月次残高推移表

� 異常値はないか？

� 月次変動があるとしたら、その原因は？

� 今後の見込み、事業年度末の着地点は？

→発生主義にすると、入出金のタイミングによる異常値を

回避することができ、理解しやすくなります。
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予算実績管理表

資料５：あいちモリコロ基金中間報告書

�予算と実績を対比し、

ズレについては原因を分析し、

必要な対策をとる

�資金使途ごとの対策

自主事業の場合

補助・助成・委託など、使途制約がある場合

→必要に応じて報告・予算修正
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前期比較財務諸表

資料６：合計残高試算表（前年対比）

�自主事業・継続事業で有効

�異常値はないか？

� 差異があるとしたら、その原因は？

（継続性の原則）

� 今後の見込み、事業年度末の着地点は？

→必要な対策
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中期計画などを

作成する際には

3～5期分あるとよい



資金繰り表

資料７：資金繰り表

１）人件費見積もり

２）過去実績・契約書から、収入について記載

３）過去実績や今期予定をヒアリングし、支出を記載

＊年間固定で出ていくものをお忘れなく

（保険、税金など）

４）いつ、いくら足らないか？を把握

５）対策の検討（収入時期を早める、支出時期を遅くする、

役員から借り入れる、金融機関から借り入れる）

＊厳密さよりも、いつ・いくら足りないかの把握に努める

（万円、10万円単位でOK）
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ひな形は1年分であるが、借入

や事業・設備投資の場合には

5年分くらいつくる
（まずは年次でOK）



ワーク：うちの団体で作成すべき

会計書類と優先度は？

� ワークシートを埋めてみましょう（15分くらい）

� 周りの人と共有しましょう

� 全部をつくるのは無理・無駄です。

誰に何を決めてもらわないといけないのか

重要性・緊急性を鑑み、

自分や他のスタッフが動ける時間を把握し、

〆切を確認し、

優先順位をつけましょう。

→この優先順位の付け方は妥当か？を検討してください。
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